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北
岡
伸
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、
１
月

16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
モ
ロ
ッ
コ
を
訪

問
し
、政
府
要
人
と
面
談
し
ま
し
た
。
ま
た
、

円
借
款
貸
付
契
約
の
調
印
式
へ
の
立
ち
会

い
や
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
事
業
現
場
の
視

察
、
日
系
企
業
や
他
の
開
発
援
助
機
関
と

の
意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

　

１
月
16
日
、
北
岡
理
事
長
は
首
都
ラ
バ

ト
を
訪
れ
、
ア
ブ
ド
ゥ
リ
ラ
・
ベ
ン
キ
ラ
ン

首
相
、
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ブ
ー
サ
イ
ド
経
済
・

財
政
大
臣
、
ア
ジ
ズ
・
ア
ハ
ヌ
ッ
シ
ュ
農
業
・

漁
業
海
洋
大
臣
と
面
会
し
ま
し
た
。
そ
の

席
で
北
岡
理
事
長
は
、
中
東
・
北
ア
フ
リ

カ
地
域
だ
け
で
な
く
国
際
社
会
に
と
っ
て

も
地
政
学
的
に
重
要
な
モ
ロ
ッ
コ
が
、
今

後
も
安
定
と
包
摂
的
成
長
を
継
続
で
き
る

よ
う
、
相
互
の
協
力
関
係
を
維
持
・
強
化

す
る
こ
と
が
重
要
と
の
見
解
を
示
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の
発
展
に

向
け
て
、
モ
ロ
ッ
コ
が
主
体
と

な
っ
て
手
掛
け
る
サ
ブ
サ
ハ

ラ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
開
発

協
力
を
引
き
続
き
日
本
が
支
援

し
て
い
き
た
い
と
の
意
向
を
表

明
し
ま
し
た
。
モ
ロ
ッ
コ
側
の

各
閣
僚
は
、
50
年
に
及
ぶ
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
協
力
に
感
謝
を
示
す
と

と
も
に
、
モ
ロ
ッ
コ
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
て
日
本
の
支
援

に
期
待
し
て
い
る
と
述
べ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
、
北
岡
理
事
長
は
、

水
産
資
源
管
理
能
力
の
向
上
を

目
指
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
国
立
漁

業
研
究
所
の
間
で
署
名
さ
れ
た

有
償
資
金
協
力
「
海
洋
・
漁
業

調
査
船
建
造
事
業
」
の
貸
付
契

約
の
調
印
式
に
、
ブ
ー
サ
イ
ド

経
済
・
財
政
大
臣
、
黒
川
駐
モ

ロ
ッ
コ
日
本
大
使
と
と
も
に
立
ち
会
い
ま
し

た
。

　

翌
17
日
、
北
岡
理
事
長
は
ラ
バ
ト
の
南
東

に
位
置
す
る
ケ
ミ
セ
ッ
ト
市
を
訪
れ
、
有
償

資
金
協
力
「
地
方
都
市
上
水
道
整
備
事
業
」

で
整
備
さ
れ
た
上
水
道
施
設
が
同
地
域
の
安

定
的
な
給
水
に
貢
献
し
て
い
る
様
子
を
視
察

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
バ
ト
北
西
部
に
位
置

す
る
ケ
ニ
ト
ラ
市
に
あ
る
農
学
研
究
地
域
セ

ン
タ
ー
で
活
躍
す
る
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
を
視
察
し
、
雑
草
防
除
を
は
じ

め
と
す
る
日
本
の
農
業
分
野
で
の
知
見
に
対

し
、
現
地
の
関
係
者
が
高
い
関
心
と
期
待
を

寄
せ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

北
岡
理
事
長
は
今
回
の
訪
問
で
、
モ
ロ
ッ

コ
に
拠
点
を
構
え
る
日
系
企
業
や
他
の
開
発

援
助
機
関
と
、
そ
れ
ぞ
れ
民
間
連
携
や
援
助

協
調
な
ど
の
観
点
か
ら
意
見
交
換
も
行
い
ま

し
た
。

北岡理事長がモロッコ訪問 協力関係強化を再確認 01

03国際協力関係者の安全対策研修

02　国連世界観光機関とともに、観光分野の支援強化へ
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
１
月
17
日
、
観
光
を
通
じ

た
国
際
協
力
へ
の
貢
献
の
促
進
と
強
化
に
向

け
て
、
国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

と
協
力
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
、
国
家

観
光
開
発
計
画
の
策
定
や
、
観
光
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
観
光
人
材
の

育
成
、
自
然
遺
産
や
文
化
遺
産
を
活
用
し
た

観
光
地
域
振
興
な
ど
、
観
光
分
野
の
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
第
三
次
産
業
が
拡
大
す

る
中
、
観
光
産
業
も
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、

観
光
開
発
支
援
は
開
発
途
上
国
の
地
域
経
済

の
発
展
や
雇
用
創
出
、
格
差
是
正
に
貢
献
し

ま
す
。

　

２
０
１
５
年
に
国
連
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）で
も
、

観
光
を
通
し
て
有
形
・
無
形
文
化
遺
産
の
保

護
や
自
然
環
境
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
地
域

の
雇
用
や
収
入
を
創
出
し
、
持
続
可
能
な
発

展
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
U
N
W
T
O
は
今
後
、
途
上

国
に
お
け
る
観
光
政
策
や
戦
略
の
策
定
、
組

織
能
力
強
化
な
ど
の
面
で
共
同
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
観
光
開
発
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
共
同
調
査
・
研
究
も
進
め
る
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
外
務
省
は
昨
年
7
月
12
日
に

「
国
際
協
力
事
業
安
全
対
策
会
議
」を
設
置
し
、

関
係
省
庁
や
有
識
者
、
業
界
団
体
、
N
G
O

な
ど
の
協
力
の
下
、
国
際
協
力
事
業
関
係
者

の
安
全
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
こ
れ
ま
で
も
、
開
発
途
上
国

の
政
情
や
現
地
安
全
リ
ス
ク
に
備
え
た
研
修

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
同
会
議
が
ま

と
め
た
最
終
報
告
書
で
は
、
①
脅
威
情
報
の

収
集
・
分
析
・
共
有
の
強
化
、
②
行
動
規
範

の
徹
底
・
情
報
共
有
、
③
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
の
防
護
措
置
と
研
修
・
訓
練
の
強
化
、
④

危
機
発
生
後
の
対
応
へ
の
備
え
、
⑤
危
機
管

理
意
識
の
向
上
｜
を
重
点
項
目
に
掲
げ
、
組

織
態
勢
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
昨
年
10
月
に
は
、
現
場
で
開
発
協
力

に
携
わ
る
民
間
企
業
や
自
治
体
、
大
学
、Ｎ
Ｇ

Ｏ
な
ど
の
関
係
者
を
対
象
に
安
全
対
策
研
修
・

訓
練
を
開
始
。座
学
研
修
や
実
技
訓
練
に
加
え
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

座
学
研
修
で
は
、
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
テ
ロ
な
ど
海
外
で
の
脅
威
に
つ
い
て
解
説
。

実
技
訓
練
で
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
会
社
の

担
当
者
を
招
い
て
身
を
守
る
た
め
の
実
技
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
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ケニトラ市の農学研究地域センターで、JICAボランティアの活動実績について
説明を受ける北岡理事長

署名式に臨んだＪＩＣＡの越川副理事長とUNWTO
のリファイ事務局長（右） 

安全確保の姿勢を取る実技研修の様子


